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（論文内容の要旨）  
 自然免疫応答は、二本鎖 RNA（double-stranded RNA: dsRNA）をはじめとする病














A 型インフルエンザウイルス（influenza A virus: IAV）感染前日及び翌日に KS-dsRNA
を経鼻投与した結果、対照群は７頭全頭死亡したのに対し、KS-dsRNA 投与群は６頭中






用の可否を抗原感作時に同時に KS-dsRNA を投与した後、H5N1 を感染させる実験で検
討した。H5N1 不活化抗原、KS-dsRNA 及びその両方をマウスに経鼻投与した 14 日後に
H5N1 IAV を感染させた結果、H5N1 抗原単体投与では H5N1 感染後７頭中３頭生存であ
ったが、KS-dsRNA を同時に投与することにより、生存率が 100%に上昇した。 
KS-dsRNA には抗ウイルス効果が見られたが、I 型 IFN 投与が多発性硬化症（MS）の
治療に用いられることから、MS モデルマウスに対する KS-dsRNA の治療効果を検討し
た。KS-dsRNA 投与は発症や病態の進行を遅延させる傾向が見られたものの、有意差を
示すまでには至らなかった。 
更に、家畜への応用を考慮し、ニワトリ及びブタにおける KS-dsRNA 経鼻投与 24 時
間後の MDA5 の mRNA 発現を測定したところ、ブタの全血及び肺ではそれぞれ対照群に
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